
2022年 3月 6日 

北海道大学関西同窓会 

会員の皆様へ 

 

本同窓会会員の吉田 勝さん（S36 理地鉱）から会員の皆様へ、”クラウドファンディ

ング：「学生のヒマラヤ野外実習プログラム」へのご協力のお願い”が届いております。 

 

詳しくは以下に吉田さんご自身で紹介されておりますので、ご覧いただければ幸甚に

存じます。 

 

吉田さんご自身はすでにヒマラヤに向けて出発されておりますが、クラウドファンディ

ングは本年 5月 31日まで受け付けているようですので、吉田さんのご趣旨に賛同い

ただける方は、よろしくご協力方お願い申し上げます。 

 

なお、吉田さんは「三金会の講師」や「会報：Be ambitious への寄稿」等々、関西同

窓会の活動に積極的にご協力を頂いていますことを、申し添えておきたいと思いま

す。 

 

北海道大学関西同窓会 

会長 植松 高志 
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北大関西同窓会の皆様 

 

寒中お見舞い申し上げます。寒さもようやく峠を越したようですが、いかがお過ごしで

しょうか。 

 

私は幸い至って元気です。この 3月 3日には学生 5人を連れて第 10回学生のヒマ

ラヤ野外実習ツアーに行って参ります。厚労省と外務省はネパールを感染危険国に

指定していますが、ネパールでは 2月上旬からすでに感染のピークは収束に向か

い、2月 17日のデータでは 100万人あたりの新規感染者数は 14人と、日本の 56

分の一で、日本の 56倍安全な国ということがわかりました。また、厚労省と外務省の

感染危険国指定の根拠となるデータは昨年の 11月 29日より古いものであろうと推

定される外務省文書を見つけました。根拠の無くなった渡航中止勧告に従う必要はな

いと判断し、2月 20日に実施を決定しました。 



 

ところで、この度私は第 10回学生のヒマラヤ野外実習ツアー参加学生の参加費補

助を目的として、資金支援のネット一般募集（クラウドファンディング）を開始しました。

学生ヒマラヤプロクラム全般を対象としたかったのですが、ルール上できないとの取

扱い組織の指導に従って、期間と対象を限定的にしました。これまでプロジェクト全般

を対象として科学研究費補助金や民間の助成金に何度か挑戦してみたのですが、成

功しませんでした。このクラウドファンディングをぜひ成功させて次に引継ぎ、学生ヒ

マラヤプログラムの健全な継続・発展を図りたいと希望しています。プロジェクトへの

ご支援に、あるいはご興味の方にお知らせするなどのプロジェクトの拡散にご協力い

ただければ幸いです。 

 

2022年 2月 27日 

吉田 勝 (昭和 36年地鉱卒) 
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学生のヒマラヤ野外実習プログラム、クラウドファンディングの概要： 

 

プロジェクトのタイトル：学生のヒマラヤ野外実習プログラム 

公開したプロジェクト： https://readyfor.jp/projects/88329 

 

上記の URLをクリックするとプロジェクトの内容をご覧頂けます。 

 

目標金額：20万円です。今年の実習チームの日本学生は５人なので、一人当たり４

万円の補助になります。ご支援総額が目標金額を超えたときは、超えた分だけ多い

補助ができます。 

 

プロジェクトの概要： 

 

2012年に始まった学生のヒマラヤ野外実習プログラムは、毎年実習ツアーを中西部

ネパールで実施してきました。ヒマラヤという魅力的な造山帯を多くの学生に体感して

もらうことによって、大学のカリキュラムで軽視されつつあるような野外地学に親近感

を持つ学生が増えてほしいとの思いがあります。この実習ツアーには、これまで日本

各地の 25大学２高校と、ネパール、インド、中国の各１大学からの学生・生徒 131

人と市民 11人が参加しました。 

 

https://readyfor.jp/projects/88329


今年は第 10回の実習ツアーで、3月上旬～中旬の 17日間、参加者は日本各地か

ら応募した学生 5人とネパールのトリブバン大学地質学教室が推薦した学生 1人が

参加し、日本とネパールの教員各 1人が引率・指導します。 

 

過去 9回の実習ツアーでの学生 1人当たりの参加費は航空運賃込みで平均

165000円でした。しかし、20万円近い参加費は学生にとって容易な額ではなく、参

加したくてもできない学生は少なくないと思われます。第 10回実習ツアーではとりわ

け、新型コロナ感染症問題のため航空運賃が例年より５割以上高く、当プロジェクト

が標榜してきた上限 20万円をかなり上まわると思われます。クラウドファンディング

によって参加学生の負担を減らしたいと考えました。 

 

以上です。ぜひ本プロジェクトの内容を上記 URLでご一瞥下さるよう、お願いしま

す。 

 

2022年 2月 27日 

第 10回学生のヒマラヤ野外実習プログラム 

実施責任者 吉田勝 

電話・ファックス：0736-36-7789 E-mail: gondwana@oregano.ocn.ne.jp 
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以上 
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